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チュウゴクオナガコパチによるクリタマバチの防除

山下賢一~藤富正昭事・八瀬順lli'.・足立年一~荒木 斉‘

聾約

1991年 4月25日に，クリタマパチの天敵である寄生蜂チュウゴクオナガコパチを県下の代表的産

地である氷上郡氷上町揺由および主塚市切畑に放飼し，定着，分散，増殖及びクリタマパチに対す

る防除効果を鵠査した.さらに，黒下の天敵寄生蜂の分布状況について検討した.

l チュウゴクオナガコパチは 2地区ともに，放飼l年後に定着し 1年で500m程度分布を広め

て，氷上町福田では 3年後に，宝塚市切畑では 2年後にクリ盟の全墳に分散した.

2 被害芽率の年次推移により防除効果を検討した.氷上町，宝塚市とも放鏑時に40%以上あった

被害芽率が年々減少し 5年後の1996年には氷上町は8.7%，宝壕市は11.8%となり，優れた防

除効果が認められた.

3 放錦地点におけるチュウゴクオナガコパチ雌の増殖は放館 1年後に比較して 5年後に，氷上町

は約16倍に，宝塚市は約35倍に増大した.

4 1996年 1月の兵庫県下のクリ閣におけるチュウゴクオナガコパチの分布調査では，調査地区の

84%で確認され，広い範隈に分布していることが認められた.

Biological control of the chestnut gall-wasp， Dryocosmus kuriphilus 
YASUMATU CHymenoptera: Cynipidae) by Torymus sinensis KAMIJO. 

Kenichi YAMASHITA， Masaaki FUJITOMI， Junya YASE， 

Toshikazu ADACHI and Hitosi ARAKI 

Summary 

Toη1m山 sinensisKAMIJO which is a parasitic wasp of the chestnut gall-wasp， Dryocosmus 
kuriphilus Y ASUMATU was released in chestnut orchards at Hukuda Hikami Town and 
Kirihata Takarazuka City， which are typical producing紅 白as，on April 25th 1991， and it's 
establishment， dispersion， increase and effectiveness of biological control against the chestnut 
gall-wasp were investigated. The parasitoid distribution in Hyogo Prefecture was also surve-
yed. 
(1) In both of the experimental orchards， Torymus sinensis KAMIJO was established in a 
year after release. This wasp was dispersed around the edge of the orchard in three years at 
Hikami， and in two years at Takarazuka. 

(2) Yearly changes of damaged bud rate were examined to estimate effectiveness of bio-
logical control against the chestnut gall-wasp. As a result ， its rate consistently decreased 

in five years. In 1996， five years after Torymus sinensis KAMIJO was released the rate was 
8.7%前日ikami，and 11.8% at Takarazuka. These results suggested that this wasp was an 

effective biological control agent of the chestnut gall-wasp. 
(3) At the released point， Female number of Toηm凶 sinensisKAMIJO increased about 16 

times at Hikami and about 35 times at Takarazuka in 5 years compared with a year after 

release. 
(4) The parasitoid distribution of Torymus sinensis KAMIJO in chestnut orchards in Hyogo 
Prefecture was surveyed in Januaty， 1996. This wasp was found in 84% of the orchards. 
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クリタマパチ Dryocosmuskuriphil山 YASUMATSU

はクリの新芽にゴールを作り，枝を枯死させる害虫であ

る.クリタマパチ耐虫性品種の普及により被害は間避さ

れてきた. しかし， 1960年代後半より耐虫性品種にも被

害が目だつようになった幻.そこで有機リン剤や合成ピ

レスロイド斉せによりクリタマパチ防総が実施されるよう

になったが，十分な肪除効果が得られず難肪除害虫の一

つになった.

1975年の農林水産省「果樹害虫防除への天敵利用技術

交流団Jの調査により，クリタマパチは中国からの侵入

害虫であること，さらに，クリタマパチ感受性系統のチ

ュウゴクグリであっても，中国では天敵寄生蜂 Torymu

s.sp. (後に，チュウゴクオナガコパチ Torymussinensi 

sKAMIJOと命名)が生息しているため， クリタマパ

チによる被害が少ないことが明らかになったω. チュウ

ゴクオナガコパチはクリタマパチと同じく年l自発生し，

他の蜂には寄生しない単寄生性である. 1982年茨城県つ

くば市の果樹試験場内の自生クリ闘に放飼された個体群

は翌年定着が確認され I0) その後，増殖を繰り返し，

放銅闘でのクリタマパチによる被害は1986年から急速に

減少し始め， 1988年には被害芽率が約 3%と放銅開始時

の1/10以下に減少した 3)

チュウゴクオナガコパチは，ごく近縁の在来天敵とし

てクリマモリオナガコパチ Toりmusbeneficus Y ASU 

MATSU et KAMIJOがおり，発生生態，形態ともに類

似している. 2種の離は形態的lこ藍別できるが，雄は形

態的に区別できず，本報では 2種の雄を Torymus属

の雄として表した.

兵庫県では， 1960年代後半には耐虫性品種が普及して

おり，クリタマパチ対策を講じていたが， 1975年の異常

発生以降9)I 2) 耐虫性品種lこも被害が目立つようになり，

薬剤による防除対策がとられた. しかし，兵庫県のクリ

圏は山間部に多く，高樹高のクリ圏が多いため，薬剤に

よるi坊除は行いにくい状況であった.そこで，筆者らは

1991年 2月，農林水産省果樹試験場から天轍寄生蜂チュ

ウゴクオナガコパチの分譲をうけ，県下2か所に放鰐し，

この地域における定着・分散と増殖，防除効果，他地域

への分布の拡大について検討してきたので報告する.

なお，チュウゴクオナガコパチを分譲いただき，ご指

導頂いた農林水産省果樹試験場守屋成一氏(現在:沖縄

県農業試験場)，現地での放飼や被害調査などご協力い

ただいた柏原農業改良普及センター秋山陵氏(現在:和

田山農業改良普及センター)，宝塚農業改良普及センタ

ー福本万態・木谷徹両足，また，県内クリ罷における天

敵寄生!蜂の分布状況の調査で，乾臨ゴールの採集など‘協

力いただいた各農業改員普及センターの方々に感謝の意

を表します.

材料及び方法

1 チュウゴクオナガコパチの定着と分散

1991年 2月12日に，つくば市新聞で果樹試験場が採集

したクりタマパチの乾罰ゴール約500侶の分譲を受け，

兵庫県立中央農業技術センターで羽化させたチュウゴク

オナ tf:::Jパチ雌約300頭，Toηmus属の雄250頭と，荷

年 4月中旬に果樹試験場で羽化させたチュウゴクオナガ

コパチ雄約300頭，ToηImus属の雄300頭を放鍋用供試

虫とした.羽化後は壁面にハチミツつけた試験管(内窪

26mrn，長さ20rnrn)に入れ， 150Cの人工気象器で管理した.

放飼前の処理として， 4 J=.l24Bに実験2室内で試験管(内

筏26mm，長さ20rnrn，援にハチミツ塗布)に雌約50頭と

雄約40頭を入れ交尾容せ，翌日まで試験管をアルミホイ

ノレで覆い150Cで保管した.

放錨は， 1991年4月初日午前日時に氷上郡氷上町福田

のクリ圏に雌318頭，ToηImus属の雄210頭を，問臼午

後2時に宝塚市切焔のクリ閣に雌307頭，Torymus属の

雄224頭放飼した.前述の既交尾雌と雄を入れ，保管し

ていた試験管をクリ樹幹の地上1.5mの高さに， 日が上

になるように約6本括り付け，成虫が飛ひ、立つまで約 1

特間放置した.

放錦地区の氷上町，室塚市とも，それぞれ任意の諏査

地点を決め，放鰐前の1991年 1月と放飼後の1992年から

1996年まで毎年 1月に地点毎に300個程度のクリタマパ

チの乾田ゴールを採集した. ゴールは，約60偲ずつ羽イヒ

用の試験管(内径26rnrn，長さ20rnrn)に入れ，管口にポ 1)

袋をかぶせて，地点剖に網パットにまとめて入れ，自然、

温度条件下に譲き ToηImus属(チュウゴクオナガコ

パチ，クリマモリオナがコパチ，その他)の羽化状況を

3丹から 5月上旬まで毎日調査した.

2 チュウゴクオナガコパチの増殖

1の調査で得られた羽化状況から， 1991年から1996年

の100ゴール当たりのチュウゴクオナガ‘コパチとクリマ

モリオナガコパチの年次羽化数を算出し，これによりチ

ュウゴクオナガコパチの増殖を検討した.

3 放飼クリ闘における防除効果

氷上町福田と宝塚市切畑とも1991年4月のチュウゴク

オナガコパチ放飼時に，クリタマパチのゴーJレ着生の多

い樹を国定し調査樹とした.調査は1992年から1996年ま

で，毎年 1丹に調査樹 1樹につき，結果母枝30本を任意

に選定し，ゴール形成芽と正常に伸長した芽に分けて着
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チ，その他)の羽化状凱を 3月から 5月上旬まで調査し

た. ~~化した種の伺定を行い寄生蜂の分布状況を比較検

討した.

生状況を調査し，被害芽率を求め，肪除効果の年次変化

を検討した.次式により被害芽率を算出した.

結 果

チュウゴクオナガコパチの定着と分散

1991年放飼後，年度毎の分布状況は図 1に訴したとお

り，氷上町福田においては放館 1年後に放飼地点より，

簡へ250mのH-3の地点で発生を確認した. 2年後に

は荷へ580mのH-7と北東へ700mの耳ー10において発

生を確認した. 3年後には放館地点から1500mのクリ閣

の全域に広がった.

宝塚市切畑では放飼 1年後に放館地点から400m離れ

100 

兵庫県内のクリ国における天敵寄生蜂の分布状浪

1992年 1 月下旬~2 丹中旬は県下17カ所のクリ園から，

1996年 1 月下旬~2 月下旬は県下19カ所のクリ調から，

クリタマパチ乾国ゴールを採集し，約60f閤ず、つ羽化用の

試験管(内径26醐，長さ20mm)に入れ，管口にポリ袋を

かぶせて自然、温度条件下に置き，採集地域別に Torymu

sJ欝(チュウゴクオナガコパチ，クリマモリオナガコパ

× 
ゴール着生芽数

鵠査芽数
被害芽率ロ

4 

2種の羽化数の年次変化 (100ゴール当たり)ToηImus 表 1
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クリタマパチの被害芽本(防除効果)の年次変化歯3ToηImus属2種のs]s]化状況(1993，氷上町〉歯 2

兵庫県下の Torymus属の分布状況(100ゴール当たり)表2

1 996 199 2 

b ♀ T. S ♀ t ♂ T. 調査ゴール数b ♀ t S ♀ T. ♂ T. 調査ゴール数

(n) 

調査地誌

0.84 

0.38 

3.85 3.17 3814 5.24 0.16 8.53 1184 

1.45 

2.23 

8.08 

6.88 

0.50 1.23 404 

7.59 

1.56 

6.62 

0.33 

0.39 

6.62 7.18 181 17.16 O 9.63 332 

12.63 O 18.62 784 

9.77 O 7.91 215 

14.41 O 13.56 118 

9.73 。16.22 185 

1.86 0.80 2.39 377 

1.71 2.58 3.43 233 44.49 O 30.51 272 

1.68 

12.50 

O O 159 

8.36 O 8.53 589 

0.41 1.25 1.25 240 0.52 O 1.37 582 

3.67 0.73 6.36 409 

0.39 8.24 9.41 255 17.37 O 17.37 616 

4.21 O 9.41 808 4.39 O 8.33 228 

7.11 0.83 8.37 239 7.03 O 8.20 256 。.0 0.73 137 5.40 O 10.07 278 

2.27 1.71 6.07 527 

氷上町福田

安塚市切畑

宝塚市玉瀬

川西市東関長野

三田市山田

山南町岩盤

今田町

山東町柿坪

西紀町小坂

丹臨町大山

篠山町

神戸市神出町

社町上三草

加西市田谷町

神崎町根宇野

加古川市上荘町

朝来町佐のう高原

養父町稲津

夢前町神種

安富町鹿ヶ壷

山崎町五十波

新宮町曽我井

佐用町福沢

上月町来見

上郡町金出地

北淡町錨木

7.91 

9.78 

2882 

276 

30.85 2.48 33.33 282 

7.26 

1.17 

303 

257 

0.56 

0.80 

2.79 

21.81 

O 

537 

376 

38.17 

18.55 

O 

O 

57.25 

26.11 

765 

900 

9.69 

:未調査地区

T.♂: Torymus属♂， b ♀:クリマモリオナガコパチ♀T. 

O 

T. s ♀:チュウゴクオナガコパチ♀，

6.11 671 



山下賢一・藤富正昭・八瀬)1壊現・足立年一・荒木 斉:チュウゴクオナプ~.コパチによるクリタマパチの防除、 33 

たT-4の地点で発生を確認した. 2年後には酉へ1600

mのT-ll，東へ900mのすー 9において発生を確認し，

放餌 2年後にクリ闘全域に広がった. 2地点とも放飼後

順調に分布の広がりがみられ，ほぼ3年自で地域全域に

定着が認められた.

2 チュウゴクオナガコパチの増殖

100ゴール当たりチュウゴクオナガコパチ雄成虫の羽

化数は放飼以降，年々増加し，放飼 1年後0.23に対し，

5年後に，氷上町福田で約16倍，主塚市切熔で約351'告に

なった.

近縁の在来天敵であるクリマモリオナガコパチの維の

羽化数は，放飼後4年自の1995年より減少傾向を示して

いる(表1).また，この 2種の羽化時期は鴎 2に示し

たとおりクリマモリオナガコパチ雌は 3 月下旬から~~化

が始まり 4月中旬に終了し，チュウゴクオナガコパチ

雌は 4 月中旬に~~化が始まり，下旬までの短期間に集中

した.

3 放飼クリ盟における賄除効果

チュウゴクオナガコパチによるクリタマパチの肪除効

果をクリの被害芽率でみると，図3に示したように，氷

上町福田は1992年49.7%，93年46.4%， 94年28.6%，95 

年23.5%，96年 (5年後) 8.7%になり，被害は年々減

少した.宝塚市切畑は1992年42.9%，93年29.7%，例年

31.8%， 95年25.3%，96年 (5年後) 11.8%に減少し，

氷上町と問機，被害は 5年で激減し， 1996年 1丹には，

ゴーJレの採集が困難なほどであり，優れた防総効果が認

められた.

4 兵康県内クリ国における天敵寄生蜂の分布状況

1992年 1 月下旬~2 月中旬と 4 年後の1996年 1 月下旬

~2 月下旬に採集したゴールからの Toηmus 属の羽化

状況は表 2に示したとおりで， 1992年の調査ではチュウ

ゴクオナガコパチ離の羽化が確認されたのは放飼地点の

氷上町福田と宝塚市切畑のみで，その他の地域では全く

認められなかった.また，在来天敵のクリマモリオナガ

コパチ雌は全ての調査地点で羽化を確認した. 1996年の

調査では，全19調査地点中， 16地点でチュウゴクオナガ

コパチ雄の羽化が認められ，新宮町曽我弁，上月町来見，

朝来町佐のう高原の 3地点を除き，兵庫県下ほぼ全域で

チュウゴクオナガコパチが認められ，広い範癌に分布し

ていることが確認された.

考案

1991年4月初日にチュウゴクオナガコパチを放闘した

氷土町福田と宝塚市切娼のクリ罷における定着は放鯖 l

年後に確認し 3年後には，放錦盟とその潤辺クリ国全

域に分布していることを確認した.氷上町福田は比較的

標高差のない縦に長くつながったクリ圏で，このような

地域では，放飼 1年後には約400mの分散が確認され，

2年後には約600m，3年後にはクリ閤末端である1500

mまで分散した.安塚市切畑は標高差が約50mあるクリ

器で 1年後(放飼世代のみ)の分散で同じ標高の約300

mの分散が確認され 2年後には放銅地点から約1600m

離れたクリ鴎の末端まで分散したことを確認した.村上

らりによると，熊本では，妨鼠墳を痛でた地域でも広

く分布を拡大し，分散力が強いことが示されている.兵

庫県においても，地形にあまり影響されず，放飼 3年後

までは 1世代で、約500m以上分布を拡大することが示

唆された.チュウゴクヌ『ナガコパチは分散能力が高く，

比較的速やかに地域全域に分布したと考えられる.

つぎに，兵庫燥内クリ閣における天敵寄生蜂の分布状

況をみると， 1992年 1 月下旬~2 月中旬には放飼地点以

外にはチュウゴクオナガコパチを確認できなかったが，

4 年後の1996年 1 月下旬~2 月中旬には朝来町と上月町

と新宮町の 3地点を除き， 16地点に分布していることが

確認された.未確認の上月町と朝来町はゴールの着生が

少なく，ともに150担程度のゴールの調査となったため

チュウゴクオナガコパチの羽化が認められなかったと思

われる.また，新宮町は調査ゴール数は多く，クリマモ

1) :オナガコパチは比較的多く現化しているがチュウゴク

オナガコパチは確認されなかった.今後，寄生蜂間の競

争や，春の薬剤防除の有無など詳しく調べたうえで未確

認の原因を考える必要がある. しかし， 1996年の調査で，

チュウゴクオナガコパチは県下の広い範囲で分布してい

ることが確認された.つくば市に1982年に放関された個

体群について，農林水産省果樹試験場の分布の拡大調査

では，放飼後 7年目までは分布の拡大距離は指数曲線的

に広がり，それ以降は直線的に年(世代当たり)約64km

の割合で分布拡大を行うことを報告している 11l兵庫

県でも，今後，分布がさらに広域に拡大するものと思わ

れる.

クリタマパチに対する訪除効果について，調査樹の被

害芽率は 2地域とも 5年期で，肪除の必要がないと雷わ

れている 1) 10%躍度まで激減して，今後はより一層被

害が抑制されるものと考えられる. また，守屋3)5) に

よると農林水臆省果樹試験場においては， 1982年に放飼

した翻場では，放銅後6年目には被害芽率が約 3%と放
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錦産後の 1/10に減少しており，兵庫県でもつくば市と

同様にチュウゴクオナガコパチの導入がクリタマパチの

舘度抑制に有効に働いていることが確認された.そして，

表 lに示すように， 100ゴール当たりのチュウゴクオナ

ガコパチ雌の羽化数は，氷上町福田では放鰐 5年後には

l年後の約16倍，宝塚市切地は約35倍に増え，クリ麗に

おける定着，増殖が順調に進み，クリタマパチの密度抑

制効果に働いたことが推測される.現在，広い範囲でチ

ュウゴクオナガコパチの分布が確認できている.そのよ

うな地域では年々チュウゴクオナガコパチは増殖し，氷

上町と童塚市同様にクリタマパチの密度抑制を年次ごと

に進めていくことが予想される.それぞれの地域で定着

後5年稜度経過すれば，被害芽率は10%稜度になると考

えられる.このように，チュウゴクオナガコパチによる

クリタマパチの防総は年数を要するが，その効果は高く，

農薬に比べ，省力で安全性が高く，有力な天敵利用技術

であると思われる.

つくば市ではクリマモリオナガコパチとチュウゴクオ

ナガコパチの雑種の出現りや，その他の天敵との競争6)

も認められており，まだ検討しなければならない課題

も多い.被害芽家の低下した放銅地域でも，そのまま低

位に経過するのか，今後も注目していきたい.
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